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はじめに

　平成22年度は，海外留学室担当教員の岩城，プログ

ラムマネージャーの熊坂，両担当者の着任２年目の年

であった。昨年度の１年間の経験を経て望んだ今年度

は，具体的に，交換留学生の増加，学生の語学力向上

支援，さまざまな留学に関する説明会の充実化，そし

て昨年立ち上がった留学を支援する有志団体，「留学

のとびら」の強化，という目標を掲げ，海外留学室の

機能の拡充を目指した。

　以下に，海外留学室における平成22年度の活動を

「情報提供」，「個人相談」，「派遣学生に対する支援」，

「交換留学に関する情報提供」，「海外の協定校に関す

る情報収集」，「新たな取り組みと活動」，の６つのセク

ションに分けて紹介し，最後に来年度に向けての課題

を提示したい。

１．情報提供

　海外留学室における情報提供活動は，さまざまな留

学関連の説明会及びセミナー，ホームページに掲載す

る情報，そして図書資料の閲覧を通して行っている。

また，２年前に作成した「名大生のための海外留学ハ

ンドブック」を新しい情報のものに，リニューアルし

た。

〈セミナー・説明会〉

　昨年度同様，学期中は留学に興味を持つ学生を対象

とした「海外留学入門セミナー」を毎週水曜日に開催

し，その他も様々な情報提供セミナー及び説明会を

行った。以下は今年度行われたセミナー，説明会であ

る。対象は記述が無い限り学内の全学生及び職員であ

る（*のあるものについては別途詳細説明，参加者数等

の詳細は表１を参照）。

◆新入生学生生活ガイダンス

日　時：４月８日　9:36－9:44／14:06－14:14

内　容：�名古屋大学における留学と海外留学室につい

て

講　師：岩城

◆CIEE 国際ボランティアプログラム説明会

日　時：４月14日　12:05－12:45

場　所：留学生センター201号室

講　師：CIEE 星川朗氏

◆モナシュ大学夏期英語研修説明会

日　時：４月14日　13:00－14:00

場　所：CALE フォーラム

講　師：モナシュ大学　櫻木真由美氏

◆ノースカロライナ州立大学語学研修説明会

日　時：４月15日　12:10－13:00

場　所：留学生センター201号室

講　師：岩城，熊坂

◆工学部留学説明会

日　時：４月16日　17:00－18:30

場　所：IB 電子情報館012教室

講　師：工学研究科留学生担当教員古谷礼子氏，岩城

◆アデレード大学説明会

日　時：５月20日　12:15－12:45

場　所：CALE フォーラム

講　師：アデレード大学 Liz Pryzibilla 氏

◆第二回名古屋大学留学フェア *

日　時：５月23日　16:30－17:30

場　所：留学生センター１階ラウンジ及び

　　　　CALE フォーラム

講　師：交換留学経験学生，岩城，熊坂

◆ IELTS 説明会

日　時：６月24日　12:15－12:45

海外留学室

岩　城　奈　巳　・　熊　坂　佳代子
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場　所：留学生センター201号室

講　師：日本英語検定協会　後藤崇志氏

◆メンタルヘルスセミナー

日　時：７月２日　16:30－18:00

場　所：留学生センター２階 CALE

講　師：留学生相談室 坂野尚美氏

◆平成23年度派遣大学間交換留学（全学間協定）

　募集説明会

日　時：８月９日　10:30－12:00

場　所：留学生センター207号室

講　師：岩城，熊坂

◆春期モナシュ大学英語研修説明会

日　時：11月５日　12:10－12:50

場　所：留学生センター201号室

講　師：モナシュ大学　櫻木真由美氏

◆初心者向け TOEFL セミナー

日　時：11月５日　16:30－18:00

場　所：留学生センター301号室

講　師：CIEE 星川朗氏

◆フライブルグ大学夏休みドイツ語コース説明会

日　時：11月15日　12:15－13:00

場　所：留学生センター201号室

講　師：フライブルグ大学　Christian Tischer 氏

◆ TOEFL-iBT スキルアップセミナー

日　時：11月16日　16:30－18:30

場　所：全学教育棟２階　CALL 教室 

講　師：早稲田大学　澤木泰代氏

◆留学を考えている人のための就職活動セミナー

日　時：11月17日　13:00－14:15

場　所：CALE フォーラム

講　師：就職支援室　船津静代氏

◆平成23年度派遣大学間交換留学（全学間協定）

　二次募集説明会

日　時：12月16日　12:10－12:50

場　所：留学生センター201号室

参加者：約20名

講　師：岩城，熊坂

◆アメリカ大学院留学シンポジウム *

日　時：12月22日　13:00－17:00

場　所：CALE フォーラム

講　師：大倉有馬氏，神谷哲央氏，古川範英氏，

　　橋本道尚氏

◆アメリカ大学院留学個別相談会

日　時：12月24日　10:00－12:00

場　所：CALE フォーラム

講　師：古川範英氏

◆交換留学シンポジウム *

日　時：１月21日　15:00－18:00

場　所：CALE フォーラム

講　師：留学決定学生，留学経験学生，岩城

◆ルノー財団担当者による留学説明会

日　時：２月１日　12:00－13:00

場　所：留学生センター201号室

講　師：ルノー財団　Helene Mairesse 氏

◆異文化コミュニケーションワークショップ

日　時：３月28日　10:00－12:30

場　所：CALE フォーラム

参加者：交換留学決定者

講　師：立命館大学　堀江未来氏

◆協定校での夏の短期特別プログラム募集説明会

日　時：３月29日

場　所：CALE フォーラム

講　師：短期プログラム経験者の学生，岩城，熊坂

◆海外留学入門セミナー

日　時：学期中の毎週水曜日　12:15－12:50

場　所：留学生センター201号室

講　師：熊坂

〈説明会・各種セミナー〉

　平成21年度に行われた説明会・セミナー等の数が14

だったのに対し，平成22年度は23へと増加させた。海
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外協定校や提携機関からの訪問者によるプログラム説

明会を開催できただけでなく，留学にも大きく関わる

メンタルヘルス，就職活動，異文化コミュニケーショ

ンも取り入れ，より包括的な情報提供を目指した。ま

た，海外留学入門セミナーの参加者数が昨年の98名か

ら約２倍の177名へと飛躍的に上昇したことも大きな

成果である。

〈第二回海外留学フェア〉　

　「前」留学のとびらスタッフが中心となって（「新」

留学のとびらについては，「新しい取り組み」にて別途

説明），留学の経験をもとに名大留学を紹介する「留学

フェア」を開催した。第１部は５名の留学経験者がパ

ネルディスカッション形式で司会者からの質問に答え

ることでそれぞれの留学経験を紹介した。第２部では

19名のスタッフが各ブースに分かれ，来場者からの質

問に答えた。２時間の開催で来場者は約60名となり，

記入してもらったアンケートでも「経験者の話が直接

聞けた」，「進行がスムーズだった」，「内容が濃かった」

などの高い評価を得られた。

〈アメリカ大学院留学シンポジウム〉

　名古屋大学国際化拠点整備事業海外留学促進イベン

トとして，開催されたこのシンポジウムでは，現役大

学院生で，アメリカに留学中の元名大生と博士号を取

得し国際機関で活躍する研究者を招聘し，「アメリカ

留学」の基本情報やその後の就職情報等についての発

表及び説明がおこなわれた。当日は，留学に興味を持

つ本学学生，他大学学生，教職員など約60名の参加が

あり，スピーカーから，留学の動機，大学の探し方，

日米における大学院教育・システムの違い，入学審査，

語学能力試験攻略方法など，入学に至った経緯から，

合格まで，さらに，ティーチング／リサーチアシスタ

ントのポジション獲得法，講義の受け方など，入学後

の生活についての紹介があった。それぞれのスピー

カーを囲んでの質問会もおこなわれ，留学前にすべき

こと，語学習得法といった渡米前の準備段階での質問

から，研究環境，寮生活など実際の学生生活について，

そして，卒業後の進路，日米における就職活動の違い

など，質問や相談をする姿が見られた。予想をはるか

に超える学生からの参加があり，このような企画の重

要性，そして必要性を感じた。今後も留学関連の同様

な企画を定期的に開催し，学生が外に目を向ける事の

できる道を作って行きたい。

〈交換留学シンポジウム〉　

　名古屋大学での交換留学制度を紹介するイベントと

して海外留学室主導が企画したもので，60名以上の来

場者を迎えた。３時間に渡るこのイベントでは，第一

部で岩城が交換留学制度の紹介と実現に向けたアドバ

イスを，第二部では平成23年度の交換留学が決定し渡

航を控えた学生による期待と意気込み，そして第三部

では留学帰国生による体験談を語ってもらった。これ

までのイベントでは教員と帰国留学生のみがスピー

カーであったため，これから渡航する学生が話す機会

を得たのは初の試みであった。来場数のほぼ半数の学

生が提出したアンケート結果では，満足度指数を１

（役に立たなかった）～５（役に立った）で測ったとこ

ろ，平均指数が4.48もしくはそれ以上であった。また，

参加後の留学意思も１（弱くなった）～５（強くなっ

た）で測ったところ，平均が4.47となり，学生にとって

非常に意味のあるイベントとなったことが判明した。

〈ホームページ・メールマガジン〉

　平成22年度は，海外留学室が提供するサービスを利

用する学生数が飛躍的に増えたが，その大きな一因が

メーリングリストの作成であると思われる。７月に作

成以来，年度末までの登録者数は約300人となった。毎

月平均し３通ほどのメールマガジンを発行しており，

情報のほとんどは海外留学室のホームページ上で入手

できるものであるが，緊急性や重要性の高いものを抜

粋して案内している。また，「名古屋大学ポータル」の

「国際活動」タブにリンクされていた「海外留学情報」

であるが，このリンク先が海外留学室ホームページ上

の「新着情報」にリンクされていたため，トップページ

へのリンクに変更した。これにより，海外留学室が提

供している状況を一目で分かるように工夫を行った。

海外留学を考え始めた学生が訪れる重要な場所でもあ

るので，今後もより見やすく使いやすいものにしてい

きたい。

〈留学関連資料整備〉

　昨年度に引き続き，語学関連の図書の充実につとめ

た。一番の需要のある TOEFL 関連の図書で貸し出し

の多い本は数部揃えた。また，IELTS の需要も伸びて

おり，IELTS 関連の本も増やした。さらに，海外大
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学院を目指す学生からも情報提供の希望が多々あり，

GRE 関連の本も購入した。今後も，学生の需要に答え

ることができるよう，図書の充実を目指していきたい。

２．個人相談

　今年度も，学期中は週２日，計８時間の相談時間を

設け，岩城・熊坂の相談件数は261件であった（表３）。

相談時間以外に予約をして面談に訪れる学生も非常に

多く，また，数には入れていないメールによる相談も

多数ある。これら総合すると，週あたりの実質的な相

談時間は，10時間から15時間に上ると思われる。学生

からの相談内容は，昨年度と特に変わった傾向は見ら

れず，留学全般について，交換留学への出願準備につ

いて，語学力（英語）について，などである。留学全般

の相談の場合は，留学自体について考えがまとまって

いない学生が多く，学期中，毎週行われる海外留学入

門セミナーに出席してから個別相談するよう，義務づ

けている。交換留学を考えている学生からの相談は，

語学力（英語）を伸ばすための勉強方法，希望大学の

相談，帰国後の就職活動について，などが多くを占め

る。昨年度も感じた事だが，学生は，名大生として利

用できる留学制度を知らないことが多い。今年度も，

ある研究科の院生が，偶然留学生センターの前を通り

かかり，「留学シンポジウム」のポスターを目にしたの

で参加し，海外留学室の存在を初めて知った，という

ケースがあった。どのように効率良く認知度を高める

か，海外留学室の最大の課題であると再認識した。

３．派遣学生に対する支援

　今年度，名古屋大学が紹介する様々なプログラムで

留学する学生に対し，それぞれ以下のような教育支援

活動をおこなった。

〈全学間協定協定に基づく交換留学〉

・平成22年度派遣について

　全学間協定に基づく交換留学によって今年度派遣さ

れる予定の学生に対し，出願から出発までの支援と指

導を行った。派遣学生の一覧は表４の通りである。サ

ンパウロ大学，カリフォルニア大学ロサンゼルス校へ

の全学間協定に基づく交換留学は今回がはじめての派

遣となった。JASSOによる短期留学推進制度奨学金を

受給した学生３名，更にグローバル30枠の奨学金が５

名，追加割当による（１月から３月の３ヶ月のみ）追加

枠が４名の，計12名が奨学金を受給した。また，派遣

学生支援として，総長裁量経費による学生へのサポー

トとして，JASSO を受給できなかった学生へ渡航費と

して18万円を給付した。なお，これら学生への手続き

や連絡は国際部国際学生交流課と連携して対応した。

・平成23年度派遣について

　来年度派遣分の交換留学生（全学間協定に基づくも

の）については，８月９日の説明会より応募開始とし

た。今回募集した受入れ協定校は資料１の通りであ

る。10月22日をもって学内応募を締切りにしたとこ

ろ，63件（33名）の応募があった。そのうち，３名は

語学力不足（TOEFL 点数不足）の理由で書類選考に

て不合格とした。11月８日から12日にて交換留学実施

委員会で構成される選考部会において個別面接をおこ

ない，その結果，26名の交換留学候補者を選出した。

面接後，３名の辞退者が出たこと，さらに，１名が規

定の TOEFL スコアに届かなかったことから，22名が

第一次募集の候補生となった。その後，更に枠が空い

ている協定校について２次募集を行ったところ，12名

の応募があり，審査の結果８名が候補生として選出さ

れたが，１名がとりやめた為，結果，29名の学生が候

補生となった。交換留学候補の所属部局，学年（応募

時），及び性別は，表４（右半分）の通りである。候

補者決定通知の翌月には，留学決定者に，早い段階か

ら「留学をする」という自覚を促し，自立心をもって

準備に取り組むための最初のオリエンテーションをお

こなった。

〈名古屋大学長期留学支援プログラム〉

　下記の学生の支援が終了する今年度，それぞれの学

生の帰国に合わせ，報告会を実施した。なお，スタン

フォード大学の学生は，修士課程修了後，博士課程に

進学し，支援を引き続き受けている。

・カナダ・トロント大学工学専攻博士課程

　　➢	報告会：12月27日　10:30～　

	 　　　　CALE フォーラム

・ベルギー・リュージュ大学社会学専攻博士課程

　　➢	報告会：９月24日　10:30～

	 　　　　国際開発研究科第３講義室

・スタンフォード大学工学専攻修士課程

　　➢	報告会：12月22日　13:00～



－ 9 3 －

教育交流部門・留学生相談室

	 　　　CALE フォーラム

・マレーシア・マレーシア国民大学教育学部

　　➢	報告会：２月14日　10:30～

	 　　　　CALE フォーラム

今年度は，３名の学生より同プログラムへの応募が

あった。本学より全員推薦したが，残念ながら，３名

とも書類選考の段階で不採用となった。

〈ノースカロライナ州立大学夏期英語研修〉

　７月初旬から５週間にわたって行われる夏期英語研

修であり，５名分の授業料全額（または10名分の授業

料半額）が同大学 Japan Center によって提供されて

いる。平成22年度は職員１名と，同大学へ交換留学が

決まった学生３名を含め，合計９名からの申請があっ

た。面接の結果，職員は奨学金授与の対象外とし，２

名が授業料全額免除，８名が授業料半額免除となっ

た。参加した学生の所属部局は以下の通りである。（参

加学生：法学部２年，法学部３年，文学部４年，工学

部４年， 環境学研究科 M1の２名，国際開発研究科 D1，

医学系研究科 D2）

〈慶熙大学Global Collaborative Summer Program〉

　「Global Governance & East Asia Civilization」とい

うテーマに基づいた講義を英語で受けられる国際プロ

グラムである。７月５日～30日までの３週間程度のプ

ログラムであり，名古屋大学から２名までは授業料と

寮費が免除という枠が与えられた。名古屋大学での授

業開講期間中であったが，このプログラムが開始する

前に交換留学を終えた学生２名が参加することができ

た。（参加学生：教育学部４年の２名）

〈慶熙大学夏期短期プログラム韓国語コース〉

　８月２日～20日まで開催された韓国語を学ぶための

コースで，これまで韓国語を学んできた学生１名が参

加した。名大生への特典は授業料が30% 割引となり，

文化体験費など一部の費用が現地大学負担となった。

（参加学生：文学部４年）

〈香港中文大学 International Summer School

中国語コース〉

　平成22年より全学間協定が結ばれた香港中文大学で

の３週間（８月３日～24日）のプログラムである。香

港という場所柄，中国語だけでなく英語を使える機会

も多かったようである。名大生は授業料が免除され，

２名の参加となった。（参加学生：工学部１年，教育学

部２年）

〈梨花女子大学サマースクール〉

　梨花女子大学でのサマースクールは，セッション１

とセッション２にわけられており，多様な文化関連の

講義・体験・各施設訪問・韓国語クラスを通じ，韓国

に関する理解が高めることが目的である。協定校であ

る名大生は，登録料と受講料が免除され，セッション

II に関しては１名あたり交換留学生1/5としてカウン

トされる。平成22年度はセッション II へ３名が参加し

た。（参加学生：農学部２年，経済学部２年，文学部３

年）

〈モナシュ夏期語学研修〉

　モナシュ大学語学センターが一年を通じて独自に

行っている英語プログラムへ，平成22年度より名大生

を団体派遣することとなった。１つのタームが５週間

のコースとなるが，名古屋大学で一般授業を履修する

学生にとって５週間全て参加するのが難しいため，４

週間からでも参加できるように取り計らった。なお，

６名の参加となり，授業料は団体割引を受けることが

できた。（参加学生：経済学部４年の２名，文学部４年，

経済学部２年，環境学研究科 M1，工学研究科 M1）

〈モナシュ春期語学研修〉

　今年で３年目の紹介となるモナシュ大学での春期語

学研修は平成21年度が６名の参加だったが，平成22年

度は20名へと飛躍的に増加した。日本から参加する他

の６大学でも同様に，参加者数が全体的に増加したよ

うである。参加者が増えた理由として，プログラム説

明会の広報に力を入れたこと，過去の参加学生からの

口コミ，メーリングリストでの紹介などが考えられ

る。また，現地での文化体験が多く，サポート体制も

しっかりしていることから，「初めて海外に行く学生

対象」という切り口で宣伝を行ったせいもあってか，

参加者のほとんどが１・２年生であった。

４．語学強化の取り組み

　今年度も，前期・後期に，「特別英語セミナー」を開

講した。この授業は，TOEFL-iBT対策に焦点を当てた
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もので，留学を目指す学生が主な対象である。英語圏

のみならず，留学を目指す学生にとって語学試験は必

ず必要になってくるので，留学準備の一部として学生

に積極的に活用してもらいたい。ただし，受講するた

めには申請時に TOEFL-ITP 527以上，TOEIC 663以

上，英検準一級等，条件を満たしていなければならな

い。それら基準に満たさない学生，他講義でこの時間

に受講することができない学生を対象に，「TOEFL 勉

強会」を開催した。TOEFL 勉強会の活動報告は，「新

たな試み」のセクションにておこなう。

５．海外の協定校に関する情報収集

　海外留学に関する情報収集活動としては，海外の協

定校から名古屋大学への来訪者との会合，また海外の

協定校を来訪した件として，以下のとおりまとめる。

高等教育関係者の集まる会合にも出席し，名古屋大学

の協定校関係者と会う機会を設け，交換留学に関する

協議を行った。

・5/20	 アデレード大学関係者来訪

・5/30－6/4	 NAFSA 年次総会出席

	 （米国カンザスシティー）

・6/26	 ノースカロライナ州立大学関係者来訪

・7/5	 ケンタッキー大学関係者来訪

・7/26	 ロンドン大学関係者来訪

・9/1	 パリ第７大学関係者来訪

・11/15	 フライブルグ大学関係者来訪

・12/3	 南オーストラリア大学関係者来訪

・2/1	 ルノー財団関係者来訪

・3/8－3/11	 APAIE 年次総会出席（台湾台北）

６．新たな取り組みと活動

〈留学のとびら〉

　平成21年度に発足した学生による留学支援団体が

「留学のとびら」であるが，主要メンバーの多くが卒

業や進学により継続が困難になったため，海外留学室

が主導し，コンセプトを少し変え，新しいメンバー

を募集することにした。新しい「留学のとびら」で

は，実社会で重要となる「ファシリテーション」を学

べることと，プロジェクトのマネージメント経験を得

られるため，就職に役立つ経験になることをアピール

した。結果的にメンバーとして登録した学生は15名程

度であり，平成23年度の前期に留学イベントを行うた

めに活動を続けている。課題を挙げると，メンバーの

ほとんどが平成23年度に留学してしまうことと，メン

バーの参加度に偏りがあることである。良かった点と

しては，同じ留学仲間として横のつながりが強化され

たことと，学生の視点を取り入れたイベントが企画で

きたことである。参加メンバーの動機として，思いの

ほかキャリア育成にはあまり関心がない学生もいたも

のの，自主的に参加していく経験を留学前に得られる

ことは留学の準備教育としても，就職活動をする上で

も有意義だと思われ，彼らの今後に活かされることを

期待している。

〈TOEFL 勉強会〉

　留学を喚起するイベントがいくら効果的であって

も，交換留学の実現には協定校の定める語学条件をク

リアすることが必須条件となり，これは名大生にとっ

て大きな壁となっている。そのため，交換留学を目指

すもののスコアが伸び悩む学生を対象に，「TOEFL 勉

強会」を毎週開催することとした。担当した熊坂は英

語の教師ではないものの，海外大学院で経験した学習

方法をもとに，TOEFL の問題形式や学術英語の形式

を紹介し，実際に問題を解きながら解答のコツを教え

た。前期・夏休み・後期に３回開催し，合計50名程の

学生が参加した。良かった点は，この中から５名が平

成23年度の交換留学が決定したこと（うち１名は学部

間留学）と，回が進むにつれて勉強会の中身もグルー

プの雰囲気も向上していった点である。改善点である

が，重要な情報を細かな点まで補ったレジュメやスラ

イドを作成し，配布し，こちらから提供してしまうこ

とで，かえって学生が自ら率先的に情報を補い，学ぼ

うとする姿勢を育成できなかったことだと感じてい

る。そのため，平成23年度は参加者に自主学習や宿題

を課すことを前提に，この勉強会で他の参加者と協働

できる機会をより有効に活用できる実践の場とするつ

もりである。

おわりに：今年度の総括と来年度への課題

　今年度の成果として，まず，短期プログラムへの参

加者が飛躍的に伸びたことが挙げられる。昨年度は11

名，その前年は12名だったのに対し，今年度は45名の

参加者があった。各国で有数の協定大学が提供する語
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学研修プログラムは，内容と質が高く，短期（夏休

み・春休み）で飛躍的に語学力を伸ばすことが可能で

ある。また，語学研修ではなく，教養講義や専門講義

が受講可能な様々なプログラムもあり，単位取得や学

位取得を目指している学生の留学のための，基礎学力

と必要な語学運用力を体験させることが可能である。

これらプログラムに参加し，交換留学や長期留学を行

う前提条件を現地で調査したり，協定校の学生と話し

たりすることも，留学の動機付けとなり，その後の効

果が期待される。交換留学や長期留学を希望している

学生でも，多くは語学水準が留学の条件に達さないこ

とによって，断念するケースが少なくない。事前にこ

のようなプログラムに参加し，語学力を上げることも

当然ながら，体験し，モチベーションを高め，目標ス

コアを目指すことは重要である。引き続き，来年度も

短期参加の学生の支援をしていきたい。　昨年度課題

と指摘した３点のうち，２）帰国留学生の交流，につ

いては，新「留学のとびら」が立ち上がったのを機に，

このプロジェクトに帰国留学生が参加するよう，取り

組んでいきたい。また，３）海外留学室の周知，につ

いては，１年生を対象とした基礎ゼミ，そして，200名

ほどの１年生が参加する全学教育科目にて，海外留学

室と留学の魅力について90分の講義をおこなった。そ

の後，相談に訪れる１年生が急増したので，手応えを

感じている。来年度も同様の形で海外留学室の宣伝を

おこなっていきたい。最後に，１）部局との連携につ

いては，依然課題が残る。委員会等を通じ，部局との

連携をはかって海外留学室の周知をしていきたい。
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〈表１〉平成21年度　セミナー・説明会・オリエンテーション等開催記録

月日 時　間 テーマ 場　所 対象者 参加者数 備　考
１ 毎週水曜 12:15-12:45 海外留学入門セミナー 留セ201教室 全学の希望者 177 学期中のみ開催（全23回）

２ 4月14日 12:05-12:45 国際ボランティア 
プログラム説明会 留セ201教室 全学の希望者 10 講師：星川朗氏（CIEE）

３ 4月14日 13:00-14:00 モナシュ大学夏期 
英語研修説明会

CALE 
フォーラム 全学の希望者 7 講師：櫻木真由美氏（MUELC）

４ 4月15日 12:15-12:45 ノースカロライナ州立 
大学夏期英語研修説明会 留セ201教室 全学の希望者 7

５ 4月16日 17:00-18:30 工学部留学説明会 IB 館012教
室 工学部の学生 50

６ 12:15-12:45 アデレード大学留学 
説明会

CALE 
フォーラム 全学の希望者 6

講師：�Liz Pryzibilla 氏  
（Centre for Professional 
and Continuing Education）

７ 6月23日 15:30-17:30
第二回名古屋大学留学
フェア

（「留学のとびら」主催）

CALE 
フォーラム 全学の希望者 59

８ 6月24日 12:15-12:45 IELTS 説明会 留セ201教室 全学の希望者 12 講師：�後藤崇志氏 
（日本英語検定協会）

９ 7月2日 16:30-18:00

よりよい留学にするため
に必要なセルフケア：
知ったら得するメンタル
ヘルスセミナー

CALE 
フォーラム

今後留学予定のある
学生ならびにメンタ
ルヘルスセルフケア
に興味のある職員

30 講師：�坂野尚美氏 
（留学生相談室）

10 8月9日 10:30-12:00 平成23年度派遣　大学間
交換留学　募集説明会 留セ207教室 全学の希望者 47

11 11月5日 12:10-12:50 春期モナシュ大学英語 
研修説明会 留セ201教室 全学の希望者 52 講師：�昨年度プログラム参加学生， 

櫻木真由美氏（MUELC）

12 11月5日 16:30-18:00 初心者向け TOEFL 
セミナー 留セ302教室 全学の希望者 7 講師：星川朗氏（CIEE）

13 11月15日 12:15-12:45 フライブルク大学夏休み 
ドイツ語コース説明会 留セ201教室 全学の希望者 10 講師：�Christian Tischer 氏 

（フライブルク大学）

14 11月16日 16:30-18:00 TOEFL-iBT スキルアップ
セミナー CALL 教室 全学の希望者 27 講師：�澤木泰代先生 

（早稲田大学）

15 11月17日 13:00-14:15 留学を考えている人の 
ための就職活動セミナー

CALE
フォーラム 全学の希望者 20 講師：�船津静代先生 

（就職支援室）

16 12月13日 12:15-12:45
内閣府国際交流事業 
説明会 

（愛知県 IYEO 共催）
留セ201教室 全学の希望者 7 講師：吉田恵氏（愛知県 IEYO）

17 12月16日 12:10-12:50
平成23年度大学間協定校
交換（派遣）留学  
二次募集説明会

留セ201教室 全学の希望者 20

18 12月22日 13:00-17:00 アメリカ大学院留学 
シンポジウム

CALE
フォーラム 全学の希望者 60

講師：
大倉有麻氏（スタンフォード大学），
神谷哲央氏（カリフォルニア大学），
古川範英氏（インディアナ大学）， 
橋本道尚氏（マサチューセッツ工科大学）

19 12月24日 10:00-12:00 アメリカ留学 
個別相談会

CALE
フォーラム 全学の希望者 5 講師：古川範英氏 

（インディアナ大学）

20 1月21日 15:00-18:00 交換留学シンポジウム CALE
フォーラム 全学の希望者 68

21 2月1日 12:10-12:50 ルノー財団プログラム 
説明会 留セ201教室 全学の希望者 3 講師：Helene Mairesse 

（ルノー財団）

22 3月28日 10:00-12:30
交換留学決定者のための
異文化コミュニケーション
特別ワークショップ

CALE
フォーラム

平成23年度交換派
遣留学決定学生 25 講師：堀江未来氏（立命館大学）

23 3月29日 10:00-12:00 協定校での夏の短期プロ
グラム説明会

CALE
フォーラム 全学の希望者 50

〈表２〉平成22年度　海外留学入門セミナー月別出席者数

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間合計
参加者数 56 20 14 12 休 休 29 13 11 16 6 休 177

〈表３〉平成22年度　海外留学個人相談月別利用件数

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
面談件数 33 29 33 17 10 12 34 15 16 21 26 15 261
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〈表４〉全学間交流協定に基づく交換留学生
平成22年度派遣交換留学生 平成23年度派遣交換留学生

全体数 21名 29名
アメリカ 10名 11名
ニューヨーク大学 工学部 １年 女子

ノースカロライナ州立大学
法学部 ２年 女子 文学部 １年 男子
文学部 ４年 女子 情報文化学部 ２年 女子
工学部 ４年 男子 理学部 ３年 男子

イリノイ大学 文学部 ２年 男子 工学部 １年 男子
南イリノイ大学 文学部 ４年 男子

シンシナティ大学
文学部 ２年 女子 教育学部 ２年 男子
農学部 ４年 女子 工学部 ３年 男子

セント・オラフ大学 文学部 １年 女子 法学部 ３年 女子

ケンタッキー大学
教育学部 ３年 女子
国際言語文化研究科 Ｄ１ 男子

カリフォルニア大学ロサンゼルス校 工学部 ４年 男子 経済学部 ２年 男子
フランス ３名 １名
ストラスブールコンソーシアム 国際言語文化研究科 M1 女子 法学部 ４年 男子
グルノーブルコンソーシアム 文学部 ２年 女子
リヨン第３大学 文学部 ２年 女子
中国 ２名 ４名
上海交通大学 経済学部 ４年 男子
南京大学 経済学部 ３年 男子
復旦大学 経済学部 ２年 女子

北京大学
文学部 ２年 男子
経済学部 ３年 女子

韓国 ０名 １名
漢陽大学校 法学部 ２年 男子
イギリス ２名 １名
ブリストル大学 国際言語文化研究科 Ｍ１ 女子
ウォリック大学 法学部 ２年 男子 法学部 ２年 女子
オーストラリア ０名 ２名
アデレード大学 医学系研究科 Ｄ１ 女子
南オーストラリア大学 経済学部 １年 女子
ドイツ １名 ４名

フライブルグ大学
文学部 ２年 女子 文学部 ３年 男子

国際開発研究科 Ｍ１ 女子
ブラウンシュバイク工科大学 国際言語文化研究科 Ｄ１ 女子
ケムニッツ工科大学 文学部 ２年 女子
デンマーク １名 １名
コペンハーゲン大学 理学部 ２年 男子 教育学部 ３年 女子
カナダ １名 ０名
トロント大学 国際開発研究科 D1 女子
ブラジル １名 ０名
サンパウロ大学 国際開発研究科 D1 女子
インドネシア ０名 １名
ガジャマダ大学 経済学部 ２年 女子
タイ ０名 ２名

チュラロンコン大学
情報文化学部 ３年 女子
国際開発研究科 Ｍ１ 男子

台湾 ０名 ２名

国立台湾大学
工学部 １年 男子
文学研究科 Ｄ３ 男子
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〈表５〉平成22年度　派遣留学プログラム参加者

プログラム名 参加者 備　考

ノースカロライナ州立大学夏期英語研修 ９名 うち１名は職員

モナシュ大学春期英語研修 20名

モナシュ大学夏期英語研修 ６名

梨花女子大学　International Summer College ３名

慶熙大学校 Global Collaborative プログラム ２名

慶熙大学校　韓国語コース １名

香港中文大学 International Summer School ２名

名古屋大学長期留学支援プログラム １名
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ト
は

、
平

成
23

年
度

（
20

11
年

度
）

の
交

換
留

学
先

と
し

て
応

募
で

き
る

協
定

校
の

情
報

を
概

略
化

し
た

も
の

で
す

。
応

募
す

る
大

学
の

情
報

に
「

？
」

の
箇

所
が

あ
る

場
合

、
海

外
留

学
室

ま
で

ご
連

絡
下

さ
い

。
ま

た
、

応
募

条
件

を
含

む
詳

細
に

つ
い

て
は

、
各

協
定

校
の

H
P

で
最

新
情

報
を

ご
確

認
下

さ
い

。
※

�「
応

募
条

件
」

は
、

受
入

れ
大

学
が

要
求

す
る

条
件

を
記

述
し

て
い

ま
す

が
、

受
入

れ
学

科
／

専
攻

に
よ

っ
て

異
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

の
で

ご
注

意
下

さ
い

。
※

�一
部

、
20

11
年

2月
ま

た
は

3月
か

ら
の

渡
航

が
可

能
な

協
定

校
も

あ
り

ま
す

が
、

こ
の

時
期

で
の

渡
航

を
希

望
す

る
場

合
、

海
外

留
学

室
ま

で
早

急
に

申
し

出
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

こ
の

場
合

は
JA

SS
O

奨
学

金
の

対
象

と
な

り
ま

せ
ん

の
で

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

国
名

所
在

地
大

学
名

留
学

開
始

時
期

応
募

条
件

履
修

形
態

大
学

／
プ

ロ
グ

ラ
ム

情
報

等
備

　
考

イ
ン

ド
バ

ン
ガ

ロ
ー

ル
イ

ン
ド

科
学

大
学

大
学

院
In

di
an

 In
st

itu
te

 o
f 

Sc
ie

nc
e

随
時

英
語

能
力

一
般

授
業

履
修

等
ht

tp
://

w
w

w
.iis

c.e
rn

et
.in

/
ht

tp
://

w
w

w
.ir

c.i
isc

.er
ne

t.i
n/

in
te

rn
at

io
na

lst
ud

en
ts

-
sh

or
tt

er
m

.h
tm

l

H
P

上
で

In
te

rn
at

io
na

l S
tu

de
nt

s 
→

 S
ho

rt
-te

rm
 

st
ud

en
ts

イ
ン

ド
ム

ン
バ

イ
タ

タ
基

礎
科

学
研

究
所

T
at

a 
In

sit
ut

e 
of

 
Fu

nd
am

en
ta

l 
Re

se
ar

ch
？

研
究

，
活

動
が

行
え

る
だ

け
の

十
分

な
英

語
力

？
ht

tp
://

un
iv

.ti
fr

.re
s.i

n
韓

国
語

研
修

，
韓

国
語

及
び

英
語

に
よ

る
一

般
授

業
履

修

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

ジ
ョ

グ
ジ

ャ
カ

ル
タ

ガ
ジ

ャ
マ

ダ
大

学
U

ni
ve

rs
ita

s 
Ga

dj
ah

 
M

ad
a

８
月

，翌
２

月
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
語

及
び

英
語

？
ht

tp
://

oi
a.u

gm
.ac

.id
/i

nt
er

fa
ce

/

ht
tp

://
w

w
w

.u
gm

.ac
.id

/e
n/

?q
=i

nf
o/

pr
oc

ed
ur

e-
st

ud
y-

un
iv

er
sit

as
-g

ad
ja

h-
m

ad
a

↑
こ

の
ペ

ー
ジ

は
D

eg
re

e 
se

ek
in

g 
用

か
sh

or
t 

te
rm

か
不

明
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
ス

ラ
バ

ヤ
ス

ラ
バ

ヤ
国

立
大

学
U

ni
ve

rs
ita

s 
N

eg
er

i 
Su

ra
ba

ya
８

月
？

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

語
及

び
英

語
？

一
般

授
業

履
修

等
？

ht
tp

://
w

w
w

.u
ne

sa
.ac

.id
/

大
学

H
P

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

語
の

み

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

バ
ン

ド
ン

バ
ン

ド
ン

工
科

大
学

In
st

itu
t T

ek
no

lo
gi

 
Ba

nd
un

g
８

月
？

渡
航

時
３

年
次

以
上

？
現

地
で

の
履

修
分

野
は

名
大

で
の

専
攻

と
同

じ
も

の
に

限
ら

れ
る

？

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

語
及

び
英

語
に

よ
る

一
般

授
業

履
修

？
ht

tp
://

w
w

w
.it

b.
ac

.id
/u

sm
-it

b/
左

U
RL

ペ
ー

ジ
の

下
部

に
あ

る「
O

ve
rs

ea
s 

St
ud

en
t 

A
dm

iss
io

n」
を

ク
リ

ッ
ク

ウ
ズ

ベ
キ

ス
タ

ン
タ

シ
ケ

ン
ト

タ
シ

ケ
ン

ト
国

立
法

科
大

学
T

as
hk

en
t S

ta
te

 
In

st
itu

te
 o

f L
aw

９
月

？
？

？
ht

tp
://

w
w

w
.ce

eb
d.

co
.u

k/
ce

ee
d/

un
/u

z/
uz

00
5.h

tm
ウ

ズ
ベ

キ
ス

タ
ン

政
府

指
定

の
語

学
試

験
を

事
前

に
受

験
す

る
こ

と
？

韓
国

ソ
ウ

ル
ソ

ウ
ル

国
立

大
学

Se
ou

l N
at

io
na

l 
U

ni
ve

rs
ity

９
月

，翌
３

月
GP

A
 3

.0以
上

韓
国

史
専

攻
に

応
募

の
場

合
，

韓
国

語
能

力

韓
国

語
及

び
英

語
に

よ
る

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
oi

a.s
nu

.ac
.k

r/
in

de
x.

ht
m

l
韓

国
語

研
修

費
は

現
地

大
学

が
（

一
部

）
負

担

韓
国

ソ
ウ

ル
延

世
大

学
校

Y
on

se
i U

ni
ve

rs
ity

９
月

，翌
３

月

GP
A

 2
.5以

上
。

韓
国

語
で

の
授

業
履

修
の

場
合

，
K

LP
T

 
le

ve
l 4

相
当

の
能

力
。

英
語

で
の

授
業

履
修

の
場

合
，

T
O

FL
E 

iB
T

 7
9も

し
く

は
IE

LT
S 

6.0
。

学
内

応
募

時
に

２
年

次
以

上
で

あ
る

こ
と

。

韓
国

語
お

よ
び

英
語

に
よ

る
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

oi
a.y

on
se

i.a
c.k

r/
ペ

ー
ジ

上
部

の
「

Pr
og

ra
m

s」
を

ク
リ

ッ
ク

。
春

学
期

出
願

締
切

10
月

30
日

韓
国

ソ
ウ

ル
漢

陽
大

学
校

H
an

ya
ng

 
U

ni
ve

rs
ity

（
３

月
）

９
月

翌
３

月

韓
国

語
研

修
，

韓
国

語
及

び
英

語
に

よ
る

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.h
an

ya
ng

.ac
.k

r/
en

gl
ish

/E
xc

ha
ng

es
/

in
de

xE
3.h

tm
l

春
学

期
出

願
締

切
11

月
末

韓
国

ソ
ウ

ル
高

麗
大

学
校

K
or

ea
 U

ni
ve

rs
ity

９
月

，翌
３

月
GP

A
 2

.5以
上

韓
国

語
研

修
，

韓
国

語
及

び
英

語
に

よ
る

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.k
or

ea
.ed

u/
m

03
/m

03
_0

2.p
hp

高
麗

大
学

支
給

の
奨

学
金

制
度

あ
り

。

韓
国

ソ
ウ

ル
梨

花
女

子
大

学
校

Ew
ha

 W
om

an
s 

U
ni

ve
rs

ity
３

月
，

９
月

GP
A

 2
.5以

上
が

望
ま

し
い

韓
国

語
研

修
，

韓
国

語
及

び
英

語
に

よ
る

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.ew
ha

.ac
.k

r/
en

gl
ish

/
20

11
年

3月
か

ら
の

渡
航

可
。

女
子

大
だ

が
男

子
も

留
学

可
。

韓
国

ソ
ウ

ル
，

水
原

慶
熙

大
学

校
K

yu
ng

 H
ee

 
U

ni
ve

rs
ity

９
月

，翌
３

月
特

に
な

し
韓

国
語

研
修

，
韓

国
語

及
び

英
語

に
よ

る
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

in
tl.

kh
u.

ac
.k

r/
ad

m
iss

io
ns

.h
tm

l
ht

tp
://

in
tl.

kh
u.

ac
.k

r/
in

te
r_

pr
og

ra
m

s.h
tm

l#
co

n0
8

春
学

期
出

願
締

切
11

月
30

日

韓
国

ソ
ウ

ル
，

水
原

成
均

館
大

学
校

Su
ng

ky
un

kw
an

 
U

ni
ve

rs
ity

９
月

，翌
３

月
GP

A
 3

.0以
上

（
4.5

ス
ケ

ー
ル

中
）

韓
国

語
に

よ
る

授
業

履
修

の
場

合
，

韓
国

語
能

力
の

証
明

書

韓
国

語
研

修
，

韓
国

語
及

び
英

語
に

よ
る

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.sk
ku

.ed
u/

en
g/

春
学

期
出

願
締

切
10

月
31

日
。

大
学

院
生

の
受

入
に

条
件

あ
り

。
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韓
国

慶
尚

南
道

・
 

晋
州

市
慶

尚
大

学
校

Gy
eo

ng
sa

ng
 

N
at

io
na

l 
U

ni
ve

rs
ity

９
月

，翌
３

月
GP

A
 2

.0以
上

韓
国

語
研

修
，

韓
国

語
お

よ
び

英
語

に
よ

る
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

en
g.

gn
u.

ac
.k

r/
su

b/
03

_0
3.j

sp
春

学
期

出
願

締
切

11
月

下
旬

現
地

で
奨

学
金

応
募

可
能

。

韓
国

木
浦

木
浦

大
学

校
M

ok
po

 N
at

io
na

l 
U

ni
ve

rs
ity

３
月

，８
月

？
韓

国
語

能
力

韓
国

語
研

修
，

韓
国

語
に

よ
る

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.m
ok

po
.ac

.k
r/

en
g/

m
ai

n/
m

ai
n.

jsp
交

換
留

学
生

向
け

の
英

語
ペ

ー
ジ

見
当

た
ら

ず

カ
ン

ボ
ジ

ア
プ

ノ
ン

ペ
ン

王
立

プ
ノ

ン
ペ

ン
大

学
Ro

ya
l U

ni
ve

rs
ity

 o
f 

Ph
no

m
 P

en
h

11
月

ク
メ

ー
ル

語
の

読
み

書
き

能
力

ク
メ

ー
ル

語
に

よ
る

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.ru
pp

.ed
u.

kh
/i

nd
ex

.p
hp

タ
イ

バ
ン

コ
ク

カ
セ

サ
ー

ト
大

学
K

as
et

sa
rt

 
U

ni
ve

rs
ity

5月
，

８
月

，
翌

１
月

？
英

語
ま

た
は

タ
イ

語
タ

イ
語

･
英

語
研

修
及

び
タ

イ
語

ま
た

は
英

語
に

よ
る

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.k
u.

ac
.th

/e
ng

20
08

/
ht

tp
://

w
w

w
.in

te
rp

ro
gr

am
.k

u.
ac

.th
/K

U
SE

P/
in

de
x.

ht
m

l#
se

c0
3

タ
イ

バ
ン

コ
ク

チ
ュ

ラ
ポ

ー
ン

研
究

所
・

チ
ュ

ラ
ポ

ー
ン

大
学

院
大

学
Ch

ul
ab

ho
rn

 
Re

se
ar

ch
 In

st
itu

te
？

T
O

EF
L 

iB
T

 6
1，

IE
LT

S 
5.0

？
ht

tp
://

w
w

w
.cg

i.a
c.t

h/
H

om
e.a

sp
x

タ
イ

バ
ン

コ
ク

チ
ュ

ラ
ロ

ン
コ

ン
大

学
Ch

ul
al

on
gk

or
n 

U
ni

ve
rs

ity

学
部

留
学

生
向

け
は

８
月

，
翌

１
月

T
O

EF
L 

iB
T

 7
9-

80
以

上
（

学
科

・
専

攻
に

よ
る

）
ま

た
は

タ
イ

語
能

力
？

タ
イ

語
に

よ
る

一
般

授
業

履
修

ま
た

は
英

語
に

よ
る

留
学

生
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.in
te

r.c
hu

la
.ac

.th
/i

nt
er

/
ex

ch
an

ge
st

ud
en

t/
Ex

ch
an

ge
A

ll.h
tm

台
湾

新
竹

国
立

清
華

大
学

N
at

io
na

l T
sin

g 
H

ua
 U

ni
ve

rs
ity

９
月

，翌
２

月
中

国
語

に
よ

る
一

般
授

業
も

し
く

は
英

語
に

よ
る

授
業

履
修

ht
tp

://
oi

a.n
th

u.
ed

u.
tw

/i
nd

ex
.p

hp
?la

ng
=e

n#
春

学
期

出
願

締
切

11
月

１
日

台
湾

台
北

国
立

政
治

大
学

N
at

io
na

l C
he

ng
ch

i 
U

ni
ve

rs
ity

９
月

，翌
２

月
GP

A
 2

.5以
上

英
語

ま
た

は
中

国
語

能
力

推
奨

中
国

語
（

一
部

英
語

）
に

よ
る

一
般

授
業

履
修

ま
た

は
中

国
語

研
修

ht
tp

://
oi

c.n
cc

u.
ed

u.
tw

/e
ng

lis
h/

ad
m

iss
io

n/
in

co
m

in
g.

ph
p

春
学

期
出

願
締

切
10

月
30

日

台
湾

台
北

国
立

台
湾

大
学

N
at

io
na

l T
ai

w
an

 
U

ni
ve

rs
ity

９
月

，翌
２

月
中

国
語

研
修

お
よ

び
中

国
語

・
英

語
に

よ
る

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.oi
a.n

tu
.ed

u.
tw

/o
ia

/i
nd

ex
.p

hp
/d

oc
/

vi
ew

/s
n/

21
0/

bl
oc

k/
84

春
学

期
出

願
締

切
10

月
30

日

中
国

ハ
ル

ビ
ン

市
哈

爾
濱

工
業

大
学

H
ar

bi
n 

In
st

itu
te

 o
f 

T
ec

hn
ol

og
y

９
月

，
翌

２
月

？
学

部
生

：
35

歳
以

下
　

大
学

院
生

：
45

歳
以

下
　

H
SK

レ
ベ

ル
6以

上
？

中
国

語
研

修
ま

た
は

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.h
it.

ed
u.

cn
/

中
国

安
徽

省
合

肥
市

中
国

科
学

技
術

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
Sc

ie
nc

e 
an

d 
T

ec
hn

ol
og

y 
of

 
Ch

in
a

３
月

，
９

月
（

随
時

？
）

？
中

国
語

研
修

ま
た

は
一

般
授

業
履

修
？

ht
tp

://
w

w
w

.u
st

c.e
du

.cn
/e

n/

中
国

吉
林

吉
林

大
学

Jil
in

 U
ni

ve
rs

ity
８

月
，

翌
1月

中
国

語
プ

ロ
グ

ラ
ム

：
56

歳
以

下
中

国
語

研
修

ま
た

は
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

en
.jlu

.ed
u.

cn
/U

ni
ve

rs
ity

/s
ub

Pa
ge

/
pr

os
pe

ct
iv

eS
tu

de
nt

s/
ad

m
iss

io
ns

.js
p

中
国

杭
州

浙
江

大
学

Zh
ej

ia
ng

 
U

ni
ve

rs
ity

２
月

，
９

月
，

翌
２

月
中

国
語

基
礎

能
力

，
英

語
能

力
中

国
語

研
修

ま
た

は
中

国
語

（
一

部
英

語
）

に
よ

る
一

般
授

業
履

修

ht
tp

://
ic

zu
.zj

u.
ed

u.
cn

/E
g_

in
de

x_
sh

ow
.

ph
p?

ca
te

=2
&

xc
at

e=
14

事
前

中
国

語
研

修
あ

り
20

11
年

2月
か

ら
の

渡
航

可
(1

2月
中

旬
締

切
）。

優
秀

な
学

生
に

は
現

地
大

学
で

の
奨

学
金

授
与

の
可

能
性

あ
り

。

中
国

香
港

香
港

大
学

T
he

 U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
H

on
g 

K
on

g
９

月
，翌

１
月

T
O

FL
E 

iB
T

 8
0ま

た
は

IE
LT

S 
7.0

英
語

に
よ

る
一

般
授

業
履

修
，

広
東

語
ま

た
は

北
京

語
研

修
ht

tp
://

w
w

w
3.h

ku
.h

k/
oi

se
/e

ng
/i

nt
ro

.p
hp

中
国

香
港

香
港

中
文

大
学

T
he

 C
hi

ne
se

 
U

ni
ve

rs
ity

 o
f H

on
g 

K
on

g
９

月
，翌

１
月

T
O

FL
E 

iB
T

 7
1，

GP
A

 3
.0

英
語

ま
た

は
中

国
語

に
よ

る
一

般
授

業
履

修
，

広
東

語
ま

た
は

北
京

語
研

修
ht

tp
://

w
w

w
.cu

hk
.ed

u.
hk

/o
al

/

中
国

上
海

上
海

交
通

大
学

Sh
an

gh
ai

 J
ia

ot
on

g 
U

ni
ve

rs
ity

９
月

，翌
２

月
（

語
学

研
修

の
み

）
？

？
中

国
語

研
修

ま
た

は
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w

w
.sj

tu
.ed

u.
cn

/e
ng

lis
h/

in
de

x/
in

de
x.

ht
m

交
換

留
学

生
用

の
ペ

ー
ジ

に
ア

ク
セ

ス
で

き
ず

中
国

上
海

同
済

大
学

T
on

gj
i U

ni
ve

rs
ity

２
月

８
月

？
中

国
語

研
修

ま
た

は
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w

w
.is

tju
.co

m
/e

ni
nd

ex
.as

p
Lo

ng
-te

rm
 C

hi
ne

se
 L

an
gu

ag
e 

Pr
og

ra
m

が
留

学
生

向
け

プ
ロ

グ
ラ

ム
？

20
11

年
２

月
か

ら
の

渡
航

可
（

１
月

15
日

締
切

）

中
国

上
海

復
旦

大
学

Fu
da

n 
U

ni
ve

rs
ity

２
月

，
９

月
中

国
語

研
修

ま
た

は
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w

w
.fs

o.f
ud

an
.ed

u.
cn

/e
n/

in
de

x.
ht

m
ht

tp
://

w
w

w
.fs

o.f
ud

an
.ed

u.
cn

/e
n/

no
nd

eg
re

e.h
tm

20
11

年
２

月
か

ら
の

渡
航

可

中
国

西
安

西
安

交
通

大
学

X
ia

n 
Jia

ot
on

g 
U

ni
ve

rs
ity

３
月

，
８

月
，

翌
３

月
？

65
歳

以
下

中
国

語
研

修
ま

た
は

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.x
jtu

.ed
u.

cn
/e

n/
20

11
年

３
月

か
ら

の
渡

航
可

（
出

願
締

切
１

月
31

日
）
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中
国

南
京

南
京

大
学

N
an

jin
g 

U
ni

ve
rs

ity
２

月
，

９
月

中
国

語
研

修
ま

た
は

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
hw

xy
.n

ju
.ed

u.
cn

/E
ng

lis
h/

D
ef

au
lt.

as
px

20
11

年
２

月
か

ら
の

渡
航

可
（

出
願

締
切

12
月

30
日

）

中
国

武
漢

華
中

科
技

大
学

H
ua

zh
on

g 
U

ni
-

ve
rs

ity
 o

f S
ci

en
ce

 
an

d 
te

ch
no

lo
gy

９
月

翌
２

月
？

？
中

国
語

研
修

ま
た

は
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

en
gl

ish
.h

us
t.e

du
.cn

/

中
国

北
京

清
華

大
学

T
sin

gh
ua

 
U

ni
ve

rs
ity

２
月

，９
月

？
２

年
次

以
上

中
国

語
研

修
ま

た
は

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
in

tls
tu

de
nt

.ci
c.t

sin
gh

ua
.ed

u.
cn

/E
N

/i
nd

ex
.

ht
m

l

中
国

北
京

北
京

大
学

Pe
ki

ng
 U

ni
ve

rs
ity

９
月

翌
２

月
？

中
国

語
研

修
ま

た
は

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
en

gl
ish

.p
ku

.ed
u.

cn
/A

dm
iss

io
n/

In
te

rn
at

io
na

lS
tu

de
nt

s/
H

ow
to

A
pp

ly
/

Ex
ch

an
ge

 S
ch

ol
ar

s以
降

の
欄

参
照

中
国

瀋
陽

東
北

大
学

N
or

th
ea

st
er

n 
U

ni
ve

rs
ity

９
月

翌
３

月
一

般
授

業
履

修
の

場
合

H
SK

レ
ベ

ル
６

以
上

中
国

語
研

修
ま

た
は

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.si
e.n

eu
.ed

u.
cn

/P
ag

es
/E

n/
In

de
x.

as
px

20
11

年
３

月
か

ら
渡

航
希

望
の

場
合

，
要

事
前

相
談

（
12

月
10

日
締

切
）

ベ
ト

ナ
ム

ハ
ノ

イ
ハ

ノ
イ

工
科

大
学

H
an

oi
 U

ni
ve

rs
ity

 
of

 S
ci

en
ce

 a
nd

 
T

ec
hn

ol
og

y
？

？
？

ht
tp

://
w

w
w

.h
ut

.ed
u.

vn
/w

eb
/h

ut
/h

om
e

モ
ン

ゴ
ル

ウ
ラ

ン
バ

ー
ト

ル
モ

ン
ゴ

ル
科

学
技

術
大

学

T
he

 M
on

go
lia

n 
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 

Sc
ie

nc
e 

an
d 

T
ec

hn
ol

og
y

？
？

？
ht

tp
://

w
w

w
.m

us
t.e

du
.m

n/
m

us
t_

en
/i

nd
ex

.p
hp

モ
ン

ゴ
ル

ウ
ラ

ン
バ

ー
ト

ル
モ

ン
ゴ

ル
国

立
大

学
N

at
io

na
l 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
M

on
go

lia
９

月
？

モ
ン

ゴ
ル

語
研

修
お

よ
び

一
般

授
業（

モ
ン

ゴ
ル

語
）履

修
ht

tp
://

w
eb

.n
um

.ed
u.

m
n/

D
ef

au
lt.

as
px

?a
lia

s=
w

eb
.

nu
m

.ed
u.

m
n/

en
g

ラ
オ

ス
ヴ

ィ
エ

ン
チ

ャ
ン

市
ラ

オ
ス

国
立

大
学

N
at

io
na

l 
U

ni
ve

rs
ity

 o
f L

ao
s

？
？

？
？

H
P

機
能

せ
ず

イ
ギ

リ
ス

コ
ベ

ン
ト

リ
ー

ウ
ォ

リ
ッ

ク
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 

W
ar

w
ic

k
10

月
，翌

１
月

T
O

EF
L 

iB
T

 8
0～

10
5，

又
は

IE
T

LT
S 

6.5
～

7.5
（

専
攻

に
よ

っ
て

異
な

る
）

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

2.w
ar

w
ic

k.
ac

.u
k/

se
rv

ic
es

/
in

te
rn

at
io

na
l/

pr
os

pe
ct

iv
e/

イ
ギ

リ
ス

シ
ェ

フ
ィ

ー
ル

ド
シ

ェ
フ

ィ
ー

ル
ド

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
Sh

effi
el

d

９
月

，翌
２

月
（

fu
ll 

ye
ar

は
９

月
の

み
）

GP
A

 3
.0，

T
O

EF
L 

iB
T

 8
0，

又
は

IE
LT

S 
6.0

（
受

入
れ

学
部

に
よ

っ
て

異
な

る
。

ス
コ

ア
が

達
し

て
い

な
い

場
合

に
つ

い
て

は
，

ht
tp

://
w

w
w

.sh
ef

.ac
.u

k/
st

ud
ya

br
oa

d/
ov

er
se

as
/p

ro
sp

ec
ti

ve
/e

nt
ry

.h
tm

l 
ペ

ー
ジ

か
ら

「
En

gl
ish

 L
an

gu
ag

e 
Fa

ct


sh
ee

t」
を

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

の
上

，
参

照
）

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.sh
ef

.ac
.u

k/
st

ud
ya

br
oa

d/
ov

er
se

as
/

pr
os

pe
ct

iv
e

イ
ギ

リ
ス

ブ
リ

ス
ト

ル
ブ

リ
ス

ト
ル

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
Br

ist
ol

10
月

，翌
１

月

GP
A

 3
.2（

科
学

・
工

学
系

学
部

は
3.5

）。
T

O
EF

L 
iB

T
 1

00
-1

14
，

又
は

IE
LT

S 
6.5

-7
.5（

学
部

に
よ

っ
て

異
な

る
）。

７
月

～
８

月
に

ST
A

BL
E

を
履

修
す

る
場

合
は

T
O

EF
L 

iB
T

 7
9，

又
は

IE
LT

S 
5.5

以
上

（
英

文
学

，
法

学
，

経
済

は
T

O
EF

L 
iB

T
 9

0，
又

は
IE

LT
S 

5.5
 W

rit
in

g
以

上
）。

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.b
ris

.ac
.u

k/
in

te
rn

at
io

na
l/

st
ud

ya
br

oa
d/

夏
の

語
学

研
修

コ
ー

ス
ST

A
BL

E
は

有
料

（
英

語
レ

ベ
ル

に
よ

り
，

英
語

研
修

の
期

間
と

専
門

科
目

の
履

修
開

始
が

で
き

る
時

期
を

５
つ

の
オ

プ
シ

ョ
ン

か
ら

選
択

可
）（

ht
tp

://
w

w
w

.b
ris

.ac
.u

k/
in

te
rn

at
io

na
l/

st
ud

ya
br

oa
d/

st
ab

el
.h

tm
l）

イ
ギ

リ
ス

ロ
ン

ド
ン

ロ
ン

ド
ン

大
学

SO
A

S
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 

Lo
nd

on
 S

O
A

S
９

月

GP
A

 3
.0以

上
IE

LT
S 

7.0
（

各
セ

ク
シ

ョ
ン

7.0
以

上
），

T
O

EF
L 

iB
T

 1
05

（
各

セ
ク

シ
ョ

ン
26

以
上

）。
ス

コ
ア

が
達

し
て

い
な

い
場

合
，

Pr
e-

se
ss

io
na

lコ
ー

ス
を

修
了

す
れ

ば
入

学
可

能
。

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.so
as

.ac
.u

k/
ad

m
iss

io
ns

/i
nt

er
na

tio
na

l/
ise

/
有

料
英

語
研

修
有

。

イ
タ

リ
ア

シ
チ

リ
ア

島
 

カ
タ

ー
ニ

ア
カ

タ
ー

ニ
ア

大
学

U
ni

ve
rs

ita
 d

i 
Ca

ta
ni

a
８

月
翌

１
月

？
CI

LS
レ

ベ
ル

２
相

当
の

イ
タ

リ
ア

語
力

？
イ

タ
リ

ア
語

研
修

お
よ

び
一

般
授

業
履

修
？

ht
tp

://
w

w
w

.u
ni

ct
.it

/P
ag

in
a/

Po
rt

al
e/

Re
la

zi
on

i_
In

te
rn

az
io

na
li_

1.a
sp

x
H

P
イ

タ
リ

ア
語

の
み

ス
イ

ス
ジ

ュ
ネ

ー
ブ

ジ
ュ

ネ
ー

ブ
大

学
U

ni
ve

rs
ité

 d
e 

Ge
nè

ve
９

月
，翌

２
月

中
級

以
上

の
フ

ラ
ン

ス
語

能
力

フ
ラ

ン
ス

語
（

大
学

院
は

英
語

も
）

に
よ

る
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w

w
.u

ni
ge

.ch
/i

nt
er

na
tio

na
l/

in
de

x_
en

.h
tm

l
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ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

ウ
プ

サ
ラ

ウ
プ

サ
ラ

大
学

U
pp

sa
la

 
U

ni
ve

rs
ite

t
８

月
，翌

１
月

英
語

能
力

英
語

お
よ

び
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
語

に
よ

る
一

般
授

業
履

修

ht
tp

://
w

w
w

.u
u.

se
/e

n/
no

de
17

9

ht
tp

://
w

w
w

.in
te

r.u
ad

m
.u

u.
se

/
学

期
中

の
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
語

研
修

あ
り

ス
ペ

イ
ン

バ
ル

セ
ロ

ナ
バ

ル
セ

ロ
ナ

大
学

U
ni

ve
rs

ita
t d

e 
Ba

rc
el

on
a

９
月

，翌
２

月
カ

タ
ラ

ン
語

か
ス

ペ
イ

ン
語

能
力

名
大

で
の

専
攻

と
同

様
の

科
目

履
修

カ
タ

ラ
ン

語
お

よ
び

ス
ペ

イ
ン

語
に

よ
る

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.u
b.

ed
u/

w
eb

/u
b/

en
/e

st
ud

is/
es

tu
di

ar
_U

B/
es

tu
di

an
ts

_e
st

ra
ng

er
s/

es
tu

di
an

ts
_

es
tr

an
ge

rs
.h

tm
l

応
募

は
学

部
生

の
み

対
象

。
学

期
中

の
カ

タ
ラ

ン
語

お
よ

び
ス

ペ
イ

ン
語

コ
ー

ス
あ

り
（

有
料

）。
デ

ン
マ

ー
ク

コ
ペ

ン
ハ

ー
ゲ

ン
コ

ペ
ン

ハ
ー

ゲ
ン

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
Co

pe
nh

ag
en

９
月

，翌
２

月
3年

次
以

上
，

T
O

EF
L 

iB
T

 8
0，

又
は

IE
LT

S 
6.0

英
語

お
よ

び
デ

ン
マ

ー
ク

語
に

よ
る

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.k
u.

dk
/i

nt
er

na
tio

na
l/

en
gl

ish
/

事
前

（
３

週
間

）・
学

期
中

デ
ン

マ
ー

ク
語

研
修

あ
り

ド
イ

ツ
ケ

ム
ニ

ッ
ツ

ケ
ム

ニ
ッ

ツ
工

科
大

学
T

ec
hn

isc
he

 
U

ni
ve

rs
itä

t 
ch

em
ni

tz
4月

，
10

月
中

級
以

上
の

ド
イ

ツ
語

能
力

ド
イ

ツ
語

（
一

部
英

語
）

に
よ

る
一

般
授

業
履

修
，

ド
イ

ツ
語

研
修

ht
tp

://
w

w
w

.tu
-c

he
m

ni
tz

.d
e/

ve
rw

al
tu

ng
/i

nt
er

_
st

ud
/e

xc
ha

ng
e/

ex
ch

an
ge

.h
tm

l

有
料

の
ド

イ
ツ

語
コ

ー
ス

あ
り

（
ht

tp
://

w
w

w
.tu

-
ch

em
ni

tz
.d

e/
sp

ra
ch

en
ze

nt
ru

m
/k

ur
se

/d
af

/
ku

rs
an

ge
bo

t.p
hp

）。
現

地
で

奨
学

金
に

応
募

可
能

。

ド
イ

ツ
フ

ラ
イ

ブ
ル
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９
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ed
u/

in
te

rn
at

io
na

l/
st

ud
ya

br
oa

d/
ex

ch
an

ge
.h

tm
l

2月
期

出
願

締
切

11
月

15
日

政
府

奨
学

金
受

給
の

可
能

性
あ

り
ht

tp
:/

/w
w

w
.m

on
as

h.
ed

u/
in

te
rn

at
io

na
l/

st
ud

ya
br

oa
d/

fe
es

/s
ch

ol
ar

sh
ip

s.h
tm

l

ト
ル

コ
ア

ン
カ

ラ
ビ

ル
ケ

ン
ト

大
学

Bi
lk

en
t U

ni
ve

rs
ity

９
月

，翌
２

月
英

語
能

力
英

語
に

よ
る

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.b
ilk

en
t.e

du
.tr

/i
nd

ex
.h

tm
l

春
学

期
出

願
締

切
11

月
15

日

ブ
ラ

ジ
ル

サ
ン

パ
ウ

ロ
サ

ン
パ

ウ
ロ

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f S
ão

 
Pa

ul
o

８
月

，翌
２

月
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
能

力
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
に

よ
る

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.u
sp

.b
r/

in
te

rn
ac

io
na

l/
ho

m
e.

ph
p?

id
io

m
a=

en
学

期
中

の
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
研

修
有

り
2月

期
出

願
締

切
10

月
5日

ブ
ラ

ジ
ル

ブ
ラ

ジ
リ

ア
ブ

ラ
ジ

リ
ア

連
邦

大
学

U
ni

ve
rs

id
ad

e 
de

 
Br

as
ili

a
３

月
？

基
礎

的
な

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

及
び

英
語

能
力

？
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
研

修
，

一
般

授
業

履
修

？
ht

tp
://

w
w

w
.u

nb
.b

r/

H
P

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

の
み

。
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
始

月
は

国
内

事
情

に
よ

り
変

更
す

る
こ

と
が

あ
る

。
開

始
が

4月
（

平
成

24
年

度
）

と
な

る
場

合
，

JA
SS

O
奨

学
金

受
給

対
象

と
な

ら
な

い
の

で
注

意
。
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ア
メ

リ
カ

イ
リ

ノ
イ

州
イ

リ
ノ

イ
大

学
ア

ー
バ

ナ
・

シ
ャ

ン
ペ

ー
ン

校

U
ni

ve
sit

y 
of

 
Ill

in
oi

s 
at

 U
rb

an
a-

Ch
am

pa
ig

n
８

月
，

翌
1月

GP
A

 2
.7～

3.2
以

上
。

T
O

EF
L 

iB
T

 7
9。

IE
LT

S 
7.0

（
各

科
目

6.0
以

上
），

も
し

く
は

6.5
（

各
科

目
6.0

以
上

）
か

つ
現

地
で

の
プ

レ
イ

ス
メ

ン
ト

テ
ス

ト
受

講
。

各
学

部
に

よ
り

異
な

る
。

一
般

授
業

履
修

ht
tp

s:/
/w

w
w

.st
ud

ya
br

oa
d.

ill
in

oi
s.e

du
/i

nd
ex

.
cf

m
?F

us
eA

ct
io

n=
A

br
oa

d.
V

ie
w

D
oc

um
en

t&
Fi

le
_I

D
=0

60
F7

64
87

B0
17

10
20

47
20

67
01

A
0B

73
06

79
14

03
7

C7
20

A
1C

72
71

02
03

72
75

71
70

05
02

73
05

06
01

77
70

ht
tp

://
ad

m
iss

io
ns

.ill
in

oi
s.e

du
/a

pp
ly

/i
nd

ex
.h

tm
l

事
前

語
学

研
修（

有
料

）あ
り

　
ht

tp
://

w
w

w
.ie

i.u
iu

c. 
ed

u/

ア
メ

リ
カ

イ
リ

ノ
イ

州
南

イ
リ

ノ
イ

大
学

カ
ー

ボ
ン

デ
ー

ル
校

So
ut

he
rn

 Il
lin

oi
s 

U
ni

ve
rs

ity
 - 

Ca
rb

on
da

le

８
月（

２
学

期
滞

在
の

学
生

は
８

月
の

み
受

付
）

翌
1月

学
部

生
：

T
O

FL
E 

iB
T

 6
8

大
学

院
生

：
学

部
生

3年
～

4年
次

の
GP

A
 

2.7
，院

の
GP

A
 3

.0。
Ph

.D
.は

院
の

GP
A

 
3.2

5。
T

O
FL

E 
iB

T
 8

0 
又

は
 IE

LT
S 

6.0
（

専
攻

に
よ

り
異

な
る

）

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.ip
s.s

iu
.ed

u/
PS

/

ア
メ

リ
カ

オ
ハ

イ
オ

州
シ

ン
シ

ナ
テ

ィ
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 

Ci
nc

in
na

ti
6月

，
９

月
翌

1月
，

３
月

T
O

FL
E 

iB
T

 6
6，

又
は

IE
LT

S 
5.5

。
選

考
に

よ
り

異
な

る
（

ht
tp

://
ad

m
iss

io
ns

.
uc

.e
du

/i
nt

er
na

tio
na

l/
re

qu
ir

em
en

ts
/

re
qu

ire
m

en
ts

-tr
an

sf
er

.h
tm

lを
参

照
）。

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
ad

m
iss

io
ns

.u
c.e

du
/i

nt
er

na
tio

na
l/

re
qu

ire
m

en
ts

/r
eq

ui
re

m
en

ts
-tr

an
sf

er
.h

tm
l

ア
メ

リ
カ

シ
カ

ゴ
シ

カ
ゴ

大
学

T
he

 U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
Ch

ic
ag

o
９

月
？

T
O

FL
E 

iB
T

 1
04

（
各

26
？

），
IE

LT
S 

7.0
（

各
7.0

），
専

攻
に

よ
っ

て
異

な
る

一
般

授
業

履
修

ht
tp

s:/
/i

nt
er

na
tio

na
la

ffa
irs

.u
ch

ic
ag

o.e
du

/
st

ud
en

ts
/p

ro
sp

ec
tiv

e/

ア
メ

リ
カ

ニ
ュ

ー
ヨ

ー
ク

州
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
大

学
N

ew
 Y

or
k 

U
ni

ve
rs

ity
９

月

GP
A

 3
.0

T
O

EF
L 

iB
T

 1
00

，
IE

LT
S 

7.0
（

法
科

大
学

院
，

M
A

 p
ro

gr
am

 in
 H

um
an

iti
es

 
an

d 
So

ci
al

 T
ho

ug
ht

は
iB

T
 1

05
相

当
）

？

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.n
yu

.ed
u/

ad
m

iss
io

ns
/u

nd
er

gr
ad

ua
te

-
ad

m
iss

io
ns

/a
pp

ly
in

g-
fo

r-a
dm

iss
io

n/
sp

ec
ia

l-
ad

m
iss

io
n.

ht
m

l
有

料
語

学
研

修
受

講
可

能
？

ア
メ

リ
カ

ノ
ー

ス
カ

ロ
ラ

イ
ナ

州
ノ

ー
ス

カ
ロ

ラ
イ

ナ
州

立
大

学
N

or
th

 C
ar

ol
in

a 
St

at
e 

U
ni

ve
rs

ity
８

月
，

翌
1月

学
部

生
：

�T
O

FL
E 

iB
T

 7
0 

又
は

 
IE

LT
S 

6.5
大

学
院

生
：

�T
O

FL
E 

iB
T

 8
0又

は
 

IE
LT

S 
6.5

M
BA

：
T

O
FL

E 
iB

T
 1

00

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.n
cs

u.
ed

u/
st

ud
ya

br
oa

d/
in

tl/
in

de
x.

ht
m

l

＊
場

合
に

よ
り

１
学

期
間

の
Gl

ob
al

 T
ra

in
in

g 
In

iti
at

iv
e 

コ
ー

ス
（

GT
I）

へ
の

参
加

も
可

能
。

た
だ

し
，

GT
I参

加
こ

関
し

て
は

，
要

相
談

。
コ

ー
ス

の
詳

細
は

ht
tp

://
w

w
w

.n
cs

u.
ed

u/
gt

i

ア
メ

リ
カ

ミ
ネ

ソ
タ

州
セ

ン
ト

・
オ

ラ
フ

大
学

St
. O

la
f C

ol
le

ge
８

月
T

O
EF

L 
iB

T
 8

0，
又

は
IE

LT
S 

6.0
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w

w
.st

ol
af

.ed
u/

ア
メ

リ
カ

ミ
ネ

ソ
タ

州
ミ

ネ
ソ

タ
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 

M
in

ne
so

ta
, T

w
in

 
Ci

tie
s

９
月

，
翌

1月
GP

A
 2

.5
T

O
EF

L 
iB

T
 7

9，
又

は
IE

LT
S 

6.5
（

専
攻

に
よ

り
異

な
る

）
一

般
授

業
履

修

ht
tp

://
w

w
w

.is
ss

.u
m

n.
ed

u/
ex

ch
an

ge
/

ht
tp

://
ad

m
iss

io
ns

.tc
.u

m
n.

ed
u/

ad
m

iss
io

ni
nf

o/
in

tl.
ht

m
l

交
換

留
学

生
は

主
に

学
部

レ
ベ

ル
対

象
。

任
意

の
有

料
英

語
研

修
あ

り
（

２
ヶ

月
前

ま
で

に
申

し
込

み
）

ht
tp

://
w

w
w

.cc
e.u

m
n.

ed
u/

es
l/

ア
メ

リ
カ

レ
キ

シ
ン

ト
ン

ケ
ン

タ
ッ

キ
ー

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
K

en
tu

ck
y

８
月

，
翌

1月
T

O
FL

E 
iB

T
 7

1，
又

は
IE

LT
S 

6.0
。

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.u
ky

.ed
u/

学
期

中
英

語
研

修
履

修
可

能
。

C
E

SL
（

ht
tp

:/
/w

w
w

.u
ky

.e
du

/A
S/

E
ng

lis
h/

ce
sl/

）

ア
メ

リ
カ

ロ
サ

ン
ゼ

ル
ス

カ
リ

フ
ォ

ル
ニ

ア
大

学
ロ

サ
ン

ゼ
ル

ス
校

U
CL

A
９

月
，翌

1月
，

３
月

？

学
　

部
：

T
O

FL
E 

iB
T

 8
3，

IE
LT

S 
7.0

大
学

院
：

�T
O

FL
E 

iB
T

 8
7（

各
セ

ク
シ

ョ
ン

に
よ

る
点

数
基

準
は

異
な

る
）

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.u
cl

a.e
du

/

ht
tp

://
w

w
w

.ie
o.u

cl
a.e

du
/E

xc
ha

ng
eP

ro
gr

am
s/

na
go

ya
in

co
m

in
g.

ht
m

の
情

報
と

ht
tp

://
w

w
w

.
ad

m
iss

io
ns

.u
cl

a.e
du

/p
ro

sp
ec

t/
in

tl.
ht

m
の

情
報

異
な

る
た

め
確

認
中

カ
ナ

ダ
ト

ロ
ン

ト
ト

ロ
ン

ト
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 

T
or

on
to

5月
，

９
月

，
翌

1月
？

T
O

FL
E 

iB
T

 1
00

，
W

rit
in

g 
22

（
専

攻
に

よ
っ

て
異

な
る

。
裁

量
ス

コ
ア

と
し

て
，

学
部

生
で

T
O

EF
L 

iB
T

 8
9-

99
 W

rit
in

g 
19

-2
1，

大
学

院
生

で
T

O
EF

L 
iB

T
 9

3-
99

, W
rit

in
g 

22
の

裁
量

ス
コ

ア
が

設
け

ら
れ

て
い

る
）。

IE
LT

S 
6.5

，
各

6.0
。

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.u
to

ro
nt

o.c
a/

st
ud

en
t.e

xc
ha

ng
e/

ut
pr

ofi
le

/i
nd

ex
.h

tm
l

カ
ナ

ダ
ト

ロ
ン

ト
ヨ

ー
ク

大
学

Y
or

k 
U

ni
ve

rs
ity

９
月

，
翌

1月
GP

A
 2

.0（
学

部
に

よ
っ

て
異

な
る

）。
T

O
FL

E 
iB

T
 8

3～
10

3（
学

科
に

よ
り

異
な

る
），

IE
LT

S 
6.5

～
7.0

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
in

te
rn

at
io

na
l.y

or
ku

.ca
/e

xc
ha

ng
e/

in
co

m
in

g/
in

co
m

in
g.

ht
m

学
期

中
の

英
語

サ
ポ

ー
ト

コ
ー

ス
あ

り
（

ht
tp

://
in

te
rn

at
io

na
l.y

or
ku

.c
a/

ex
ch

an
ge

/i
nc

om
in

g/
in

fo
.h

tm
#1

2）
。

夏
の

英
語

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

有
料

）
あ

り
（

ht
tp

://
w

w
w

.y
ue

li.
yo

rk
u.

ca
/p

ro
gr

am
s/

sl
p.

ph
p）

。
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授
業
料
が
有
料
と
な
る
大
学
等

国
名

所
在

地
大

学
名

留
学

開
始

時
期

応
募

条
件

履
修

形
態

大
学

／
プ

ロ
グ

ラ
ム

情
報

等
備

　
考

イ
ン

ド
マ

ハ
ラ

シ
ュ

ト
ラ

州
・

プ
ネ

ー
プ

ネ
ー

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f P
un

e
７

月

英
語

能
力

を
有

す
る

者
　（

現
地

で
の

能
力

テ
ス

ト
で

要
件

を
満

た
さ

な
い

場
合

有
料

英
語

コ
ー

ス
履

修
が

義
務

）
ht

tp
://

w
w

w
.

un
ip

un
ei

nt
ce

nt
.in

/i
nt

er
na

ti
on

al
_

ce
nt

re
_h

tm
l_

fil
es

/s
po

ke
n_

en
gl

is
h.

ht
m

英
語

研
修

お
よ

び
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w

w
.u

ni
pu

ne
in

tc
en

t.i
n/

授
業

料
有

料
　

現
地

学
生

の
5倍

　
ht

tp
://

w
w

w
.

un
ip

un
ei

nt
ce

nt
.in

/i
nt

er
na

tio
na

l_
ce

nt
re

_h
tm

l_
fil

es
/a

dm
_i

ns
tr

uc
tio

n.
ht

m

ア
メ

リ
カ

オ
ハ

イ
オ

州
オ

バ
ー

リ
ン

大
学

O
be

rli
n 

Co
lle

ge
８

月
T

O
EF

L 
iB

T
 1

00
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w

w
.ob

er
lin

.ed
u/

中
国

上
海

中
国

科
学

院
上

海
有

機
化

学
研

究
所

T
he

 S
ha

ng
ha

i 
In

st
itu

te
 o

f 
O

rg
an

ic
 C

he
m

ist
ry

？
大

学
院

生
の

み
？

ht
tp

://
w

w
w

.si
oc

.ac
.cn

/e
sio

c/
1.h

tm

フ
ィ

リ
ピ

ン
ラ

グ
ナ

州
東

南
ア

ジ
ア

地
域

農
業

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー（

SE
A

RC
A

）

So
ut

he
as

t A
sia

n 
Re

gi
on

al
 C

en
te

r 
fo

r 
Gr

ad
ua

te
 S

tu
dy

 
an

d 
Re

se
ar

ch
 

in
 A

gr
ic

ul
tu

re
 

(S
EA

RC
A

)

？
？

？
ht

tp
://

w
eb

.se
ar

ca
.or

g/
w

eb
/

ア
メ

リ
カ

マ
サ

チ
ュ

ー
セ

ッ
ツ

州
ハ

ー
バ

ー
ド

・
イ

ェ
ン

チ
ン

研
究

所
H

ar
va

rd
-Y

en
ch

in
g 

In
st

itu
te

？
？

？
ht

tp
://

w
w

w
.h

ar
va

rd
-y

en
ch

in
g.

or
g/

〈
資
料
２
〉
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